


要約:妊娠 37週以降出生の新生児仮死症例について多施設共同調査を行い正期産仮死児発

生の背景因子について検討した。仮死児発生の原因として常位胎盤早期剥離、臍帯因子、

骨盤位が多かった。院外出生、院内出生の比較では、予後不良例の発生率は院外出生児に

有意(p＜O,01)に高率であった。これらの結果について考察した。


